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ALPS処理水は安全なの？
●トリチウム濃度の比較●

１年間の放射線の影響
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国の安全基準

ALPS処理水は海水で大幅に希釈し、トリチウム濃度を
安全基準よりもはるかに低い濃度にした上で海に放出することとしています。
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福島の復興へ

処理水放出時に懸念される風評について生徒たちが「自分事」として議論しました

みんなで考えよう
ＡＬＰＳ処理水のこと

〈紙上採録〉

ア ル プ ス

東日本大震災の発災、そして東京電力福島第一原子力発電所の事故から１２年。今年は原発廃炉作業の一
環として、ＡＬＰＳ処理水の海洋放出が始まる見通しです。経済産業省は処理水への理解を深めてもらうため、
全国の高校生を対象とした出張授業を開催。生徒たちは処理水や海洋放出の安全性、風評への対応などにつ
いて考え、意見を交わしました。授業の様子を紹介します。鎌倉学園高等学校
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処理水の貯蔵タンクが並ぶ福島第一原発＝2019年４月、福島県
提供；東京電力ホールディングス 撮影者；西澤丞

福島の復興を進めるため、今年春から夏ごろに処理水の海洋放出
を始めて廃炉作業を進める方針ですが、処理水の処分以外にも、炉内
の核燃料が溶けた燃料デブリの取り出しや原子炉の解体、廃棄物の
処分などもあり、2041年から51年までに終了することを目標に作業を
進めます。原発の構内では、いまも廃炉作業のため１日約４千人が働
いています。構内の放射線量は大幅に低下し、一般作業服で作業でき
るエリアは約９６％まで広がりました。
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島根県
県立松江農林高等学校
1年生４クラス 144人が参加

中国電力島根原子力発電所のある松江
市で開催された授業では、講師を務めた
経産省職員が廃炉の現状やALPS処理水
の処分に関する風評対策について伝え、生
徒たちに「自分事として考えてみてほしい」
と投げかけました。授業の後半では、生徒
同士が意見交換。「（放出後の）モニタリン
グは、どこでどのようにするのか」という質
問が出たり、「ALPS処理水と聞いて、漠然
と怖いと思っていた」「ALPS処理水につい
て色々な人に伝えていくことが大切だと
思った」「正しい知識を得ることが必要」な
どとの意見が出たりするなど、講師と活発
なやりとりが交わされました。

福島県
県立相馬総合高等学校新地校舎

2年生２クラス 46人が参加

講師を務めたのは、福島県出身で福島
の現地事務所に勤務する経産省職員。地
元の生徒たちに向けて授業を行いまし
た。ワークショップでは、「思っているより汚
染物質対策の現状が進んでいた」という
前向きな言葉がある一方で、「処理水の
海洋放出を政府が勝手に決めるのは、漁
師の方の尊厳を損なうのではないか」と
いう厳しい声も。講師は、専門家による６年
以上にわたる検討などを踏まえ、海洋放出
を行う政府方針を決定した経緯を説明す
るとともに、「私も福島出身。福島の魚が正
しく評価されるよう、その魅力や正しい情
報を発信し続けていく」と約束しました。

神奈川県
鎌倉学園高等学校
1年生 24人が参加

昨年の12月に福島県を訪問し、地域
の人や東京電力の担当者と対話したとい
う鎌倉学園の生徒たち。講師の経産省職
員は「海洋放出について、うわさや間違っ
た情報に流されず、科学的根拠に基づく
判断と選択をしてほしい」と伝えました。
ディスカッションでは、「安全性の追求も
大切だが、正しい情報を伝えることの重
要性に気づいた」「トリチウムについて、
身近で危険度の低いものだと知らしめる
必要があるのではないか」「風評対策と
して福島県の魚を釣って、料理するなど
のツアーを企画してはどうか」など、多面
的な意見と提案がありました。

宮城県
名取北高等学校

2年生３クラス 102人が参加

今年の春から夏ごろに見込まれるALPS
処理水の海洋放出について、講師の経
産省職員が「風評について、私たちもどう
すれば防げるか、日々悩みながら仕事を
しています」と伝えると、大きくうなずく生
徒も。意見交換の場では「地元にある東
北電力女川原子力発電所の再稼働につ
いてどのように考えているか」という問い
のほか「ALPS処理水について、名前だけ
は聞いたことがあったが、適切に処理さ
れた安全な水であることを知れて良かっ
た」「安全性について、この先も根気よく
伝えていく必要があると感じた」などの感
想が述べられました。

岐阜県
県立岐阜高等学校
１・２年生 30人が参加

講師を務める経産省職員が、震災当
時から現在に至る福島第一原発の状
況や、ALPS処理水の海洋放出につい
て説明。生徒からは「科学的根拠を踏ま
えた詳しいことを知る良い機会になっ
た」「知名度が低いことが不安の原因」
「もっと社会的に認知され、議論される
べきだ」との声が上がりました。また、
「人にも動植物にも影響はほとんどなく、
安全であることがわかった。ただ、安全
＝安心ではないから難しい」「今後も意
識的に調べていきたい」との意見も寄
せられ、講義終了後には講師への質問
の列ができました。


